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〔
展
示
等
記
録
〕二

〇
二
一
年
度
早
稲
田
大
学
歴
史
館
テ
ー
マ
展
示

「
ワ
セ
ダ
の
漫
画
家
た
ち
」

C
H

A
N

G
 B

o
y

e

会
期　

二
〇
二
一
年
九
月
一
八
日
～
二
〇
二
二
年
八
月
七
日

会
場　

早
稲
田
大
学
歴
史
館
「
聳
ゆ
る
甍
」
エ
リ
ア

早
稲
田
大
学
歴
史
館
常
設
展
示
「
聳
ゆ
る
甍
」
エ
リ
ア
で
は
、
早
稲
田
の
誇
る
傑
出
し
た
校
友
や
関
係
者
の
多
彩
な
人
物
像
を
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
幅
広
く
紹
介
し
て
い
る
。
開
館
以
来
、「
政
治
」「
文
学
」「
建
築
」
の
分
野
で
輝
か
し
い
実
績
を
残
し
た
校
友
ら
を
取
り
上

げ
て
き
た
。

テ
ー
マ
展
示
「
ワ
セ
ダ
の
漫
画
家
た
ち
」
で
は
、
日
本
の
漫
画
の
発
展
を
担
い
、
精
力
的
に
創
作
活
動
を
続
け
る
本
学
出
身
の
漫
画
家

を
取
り
上
げ
、
来
館
者
に
そ
の
卓
越
し
た
才
能
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
い
た
。

以
下
、
展
覧
会
の
概
要
と
展
示
で
取
り
上
げ
た
漫
画
家
を
簡
単
に
振
り
返
る
。
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は
じ
め
に

日
本
の
漫
画
は
戦
後
以
降
、
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
人
々
の
娯
楽
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
た
。
そ
の
勢
い
は
国
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
海
外
へ
と
広
が
り
、
い
ま
や
「M

A
N

GA

」
と
い
う
言
葉
は
、
世
界
の
共
通
語
に
な
っ
て
い
る
。

漫
画
の
起
源
に
は
諸
説
あ
る
が
、
現
代
の
漫
画
的
表
現
の
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代
に
盛
ん
に
作
ら
れ
た
戯
画
と
も
い
わ
れ
、
開
国
後
、
新

聞
や
雑
誌
な
ど
近
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
出
現
と
と
も
に
、
写
実
的
な
絵
だ
け
で
表
現
さ
れ
る
今
日
の
よ
う
な
漫
画
が
成
立
し
た
。

現
代
で
は
、
数
多
く
の
早
稲
田
大
学
出
身
の
漫
画
家
が
名
作
を
生
み
出
し
、
日
本
の
漫
画
史
に
名
を
刻
ん
で
き
た
。
早
大
漫
画
研
究
会
の

初
期
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
福
地
泡
介
、
園
山
俊
二
、
東
海
林
さ
だ
お
─
─
こ
の
三
人
は
「
早
大
漫
研
三
羽
烏
」
と
も
い
わ
れ
、
一
九
八
〇
年

代
に
全
国
紙
で
同
時
期
に
四
コ
マ
漫
画
を
連
載
す
る
な
ど
、
華
々
し
い
活
躍
を
繰
り
広
げ
た
。
ま
た
、
色
鮮
や
か
な
洗
練
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト

で
当
時
の
若
者
を
魅
了
し
た
「
ハ
ー
ト
カ
ク
テ
ル
」
の
わ
た
せ
せ
い
ぞ
う
、
一
九
八
三
年
に
連
載
を
開
始
、
い
ま
な
お
続
く
「
島
耕
作
」
シ

リ
ー
ズ
の
弘
兼
憲
史
ら
も
本
学
を
出
て
そ
の
才
能
を
開
花
さ
せ
、
時
代
を
象
徴
す
る
作
品
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。
展
示
会
場
の
都
合
上
、

す
べ
て
の
作
品
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
早
稲
田
で
学
び
、
日
本
を
代
表
す
る
漫
画
家
と
な
っ
た
彼
ら
の
多
彩
な
表
現
力
の

片
鱗
に
触
れ
て
い
た
だ
い
た
。
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◆
主
な
展
示
構
成

一
．W

all of Fam
e

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
モ
ニ
タ
ー
四

台
に
て
、
顔
写
真
（
ま
た
は
イ
ラ

ス
ト
）、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
作
品

画
像
を
紹
介

二
．
漫
画
家
た
ち
の
活
躍

主
な
作
品
を
原
画
や
書
籍
、
デ
ジ

タ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
パ
ネ
ル
な
ど
で

紹
介
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【
展
示
漫
画
家
一
覧 

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）】

安
倍
夜
郎　

一
九
八
五
年
第
二
文
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

二
〇
〇
三
年
「
山
本
耳
か
き
店
」
で
小
学
館
新
人
コ
ミ
ッ
ク
大
賞
一
般
部
門
大
賞
を
受
賞
。
〇
四
年
、
同
作
が
『
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
オ

リ
ジ
ナ
ル
増
刊
』
に
掲
載
さ
れ
、
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
〇
六
年
、
同
誌
に
「
深
夜
食
堂
」
の
連
載
を
不
定
期
で
始
め
、
〇
七
年
か
ら

『
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
』
で
連
載
中
。
同
作
品
で
一
〇
年
に
小
学
館
漫
画
賞
（
一
般
向
け
部
門
）、
日
本
漫
画
家
協
会
賞
大
賞
を

受
賞
。

井
浦
秀
夫　

一
九
八
〇
年
第
一
文
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

一
九
七
九
年
、「
私
は
人
を
殺
し
た
」
で
双
葉
社
の
漫
画
ア
ク
シ
ョ
ン
新
人
賞
を
受
賞
、
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
二
〇
〇
三
年
か
ら

『
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
』
に
連
載
し
た
「
弁
護
士
の
く
ず
」
で
〇
六
年
小
学
館
漫
画
賞
（
一
般
向
け
部
門
）
を
受
賞
。
以
後
、「
刑

事
ゆ
が
み
」、「
ス
テ
ィ
グ
マ
」
を
『
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
』
に
連
載
。

植
芝
理
一　

一
九
九
〇
年
第
一
文
学
部
入
学
の
の
ち
、
中
退

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

一
九
九
一
年
、
大
学
在
学
中
に
「
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
コ
ミ
ッ
ク
オ
ー
プ
ン
ち
ば
て
つ
や
賞
一
般
部
門
を
受
賞
。
同
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年
一
二
月
、
同
作
品
が
『
月
刊
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
』
で
連
載
を
開
始
、
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
。
以
後
、「
夢
使
い
」、「
謎
の
彼
女
Ｘ
」、「
大
蜘
蛛

ち
ゃ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
バ
ッ
ク
」
な
ど
を
同
誌
に
連
載
。

岡
野
剛　

一
九
九
二
年
政
治
経
済
学
部
卒

一
九
八
七
年
、
大
学
在
学
中
に
「
暴
発
！
ゆ
り
子
先
生
」
で
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
八
八
年
、「A

T
 Lady!

」（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
レ

デ
ィ
！
）
で
赤
塚
賞
入
選
を
受
賞
。
九
三
年
か
ら
『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
に
連
載
し
た
「
地
獄
先
生
ぬ
～
べ
～
」（
原
作
：
真
倉
翔
）
は
、

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
化
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
同
作
品
が
代
表
作
と
な
っ
た
。

カ
ト
リ
ー
ヌ
あ
や
こ　

一
九
八
三
年
第
一
文
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

一
九
八
〇
年
、『LaLa

』
で
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
。
在
学
中
に
集
英
社
の
『
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
』
で
ラ
イ
タ
ー
を
始
め
、
卒
業
後
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
に
な
る
。
九
〇
年
、
落
合
ゆ
か
り
の
小
説
に
イ
ラ
ス
ト
漫
画
を
つ
け
た
『
い
き
な
り
ミ
ー
ハ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
を
開
始
。
そ
の
ほ
か
、
イ
ラ

ス
ト
コ
ラ
ム
「
す
ち
ゃ
ら
か
Ｔ
Ｖ
！
」、
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ
「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
お
ば
か
さ
ん
」、
コ
ラ
ム
「
て
れ
て
れ
テ
レ
ビ
」
な
ど
を
手
掛
け
る
。

か
ま
ち
よ
し
ろ
う　

一
九
七
四
年
第
一
文
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

高
校
時
代
、
サ
ト
ウ
サ
ン
ペ
イ
の
四
コ
マ
漫
画
「
フ
ジ
三
太
郎
」
に
触
発
さ
れ
、
漫
画
家
を
志
す
。『
週
刊
漫
画T

IM
ES

』
に
二
二
年

間
連
載
さ
れ
た
「
こ
に
く
ら
じ
い
さ
ん
」
は
、
一
九
八
四
年
、
ビ
ー
ト
た
け
し
主
演
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
地
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元
の
静
岡
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
新
聞
一
一
紙
に
四
コ
マ
漫
画
「
ゴ
ン
ち
ゃ
ん
」
を
連
載
中
。

岸
大
武
郎　

一
九
八
八
年
理
工
学
部
卒

一
九
八
三
年
、「
21
世
紀
の
流
れ
星
」
で
手
塚
賞
入
選
受
賞
。
一
九
八
五
年
、「
水
平
線
に
と
ど
く
ま
で
」
で
同
賞
入
選
受
賞
。
同
年
、

同
作
品
が
『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
増
刊
号
』
に
掲
載
さ
れ
、
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
。
代
表
作
に
「
恐
竜
大
紀
行
」、「
て
ん
ぎ
ゃ
ん
：
南
方
熊

楠
伝
」、「
ジ
ュ
リ
ア
の
法
則
」、「
レ
ム
リ
ア
：
海
の
黙
示
録
」
な
ど
が
あ
る
。

き
た
だ
り
ょ
う
ま　

二
〇
一
三
年
基
幹
理
工
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

二
〇
一
三
年
、「
放
課
後
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」
で
ジ
ャ
ン
プ
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ウ
ン
新
人
漫
画
賞
佳
作
を
受
賞
。
同
年
、『
ジ
ャ
ン
プSQ

. 19

』

に
掲
載
の
読
み
切
り
作
品
「
み
ゅ
う
た
ん
と
！
」
で
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
以
後
、「µ

&
i

」、「
ド
級
編
隊
エ
グ
ゼ
ロ
ス
」
な
ど
を

発
表
。

ク
ロ
イ
ワ
・
カ
ズ　

一
九
五
四
年
第
二
文
学
部
卒

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
経
て
漫
画
家
に
転
身
し
、
一
コ
マ
漫
画
作
家
と
し
て
活
躍
。
一
コ
マ
漫
画
を
執
筆
す
る
漫
画
家
グ
ル
ー
プ
・

JA
PU

N
CH

の
一
員
で
も
あ
る
。
一
九
六
六
年
、『Eye For Eye

』
で
文
藝
春
秋
漫
画
大
賞
受
賞
。
一
九
九
三
年
、『
オ
フ
ィ
椅
子
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
』
で
日
本
漫
画
家
協
会
賞
優
秀
賞
受
賞
。
二
〇
〇
一
年
、JA

PU
N

CH
が
手
掛
け
た
『V

IV
A

, CH
EF

!

』
で
文
化
庁
メ
デ
ィ

ア
芸
術
祭
・
マ
ン
ガ
部
門
優
秀
賞
を
受
賞
。
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け
ら
え
い
こ　

一
九
八
六
年
第
二
文
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

一
九
八
七
年
に
「
三
色
み
か
ん
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
代
表
作
「
あ
た
し
ン
ち
」
は
九
四
年
六
月
か
ら
読
売
新
聞
日
曜
版
で
連
載
を
開
始
、

九
六
年
に
文
藝
春
秋
漫
画
賞
を
受
賞
。
コ
ミ
ッ
ク
ス
は
累
計
一
〇
〇
〇
万
部
を
突
破
、
海
外
で
も
翻
訳
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
人
気
を
博

す
。
同
作
は
二
〇
一
九
年
か
ら
週
刊
誌
『A

ERA

』
に
発
表
場
所
を
移
し
て
連
載
中
。

現
代
洋
子　

一
九
八
七
年
第
一
文
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

一
九
八
六
年
、
大
学
四
年
時
に
集
英
社
オ
ー
ル
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
新
人
ま
ん
が
大
賞
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。
同
年
、「19 1/2

（
ナ
イ
ン

テ
ィ
ー
ン
・
ハ
ー
フ
）」
で
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
代
表
作
に
「
と
も
だ
ち
な
ん
に
ん
な
く
す
か
な
♪
」、「
お
ご
っ
て
ジ
ャ
ン
ケ
ン
隊
」
な
ど
。

近
藤
信
輔　

二
〇
〇
七
年
教
育
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

二
〇
一
一
年
、
自
身
の
シ
ョ
ー
ト
ギ
ャ
グ
作
品
「
伊
達
先
輩
」
を
も
と
に
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
漫
画
「
烈
!!!
伊
達
先
パ
イ
」
で
漫

画
家
デ
ビ
ュ
ー
。
以
後
、「
烈
!!!
伊
達
先
パ
イ
」、「
ジ
ュ
ウ
ド
ウ
ズ
」、「
忍
者
と
極
道
」
な
ど
を
連
載
。
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さ
そ
う
あ
き
ら　

一
九
八
五
年
第
一
文
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

一
九
八
四
年
、「
シ
ロ
イ
シ
ロ
イ
ナ
ツ
ヤ
ネ
ン
」
で
ち
ば
て
つ
や
賞
大
賞
を
受
賞
、
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
。
九
八
年
に
「
神
童
」
で
文
化

庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
マ
ン
ガ
部
門
優
秀
賞
を
、
九
九
年
に
同
作
品
で
手
塚
治
虫
文
化
賞
マ
ン
ガ
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
二
〇
〇
八
年
、

「
マ
エ
ス
ト
ロ
」
で
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
マ
ン
ガ
部
門
優
秀
賞
受
賞
。
映
画
化
さ
れ
た
作
品
に
「
神
童
」、「
俺
た
ち
に
明
日
は
な

い
ッ
ス
」、「
コ
ド
モ
の
コ
ド
モ
」、「
マ
エ
ス
ト
ロ
」、「
ミ
ュ
ジ
コ
フ
ィ
リ
ア
」
が
あ
る
。

東
海
林
さ
だ
お　

一
九
五
七
年
第
一
文
学
部
入
学
の
の
ち
、
中
退

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

漫
画
研
究
会
の
初
期
メ
ン
バ
ー
。
一
九
六
七
年
、「
新
漫
画
文
学
全
集
」
で
連
載
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
七
〇
年
、「
タ
ン
マ
君
」、「
新

漫
画
文
学
全
集
」
で
文
藝
春
秋
漫
画
賞
を
受
賞
。
九
五
年
、「
ブ
タ
の
丸
か
じ
り
」
で
講
談
社
エ
ッ
セ
イ
賞
受
賞
。
九
七
年
に
は
、
ナ
ン

セ
ン
ス
漫
画
の
第
一
人
者
と
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
喜
怒
哀
楽
を
描
き
共
感
を
得
る
一
方
、「
シ
ョ
ー
ジ
君
」、「
丸
か
じ
り
」
シ
リ
ー
ズ

で
は
独
特
の
軽
妙
な
文
体
を
駆
使
し
、
雑
誌
読
み
物
に
新
し
い
領
域
を
開
い
た
と
評
さ
れ
、
菊
池
寛
賞
を
受
賞
し
た
。
二
〇
〇
一
年
、
新

聞
四
コ
マ
漫
画
「
ア
サ
ッ
テ
君
」
で
日
本
漫
画
家
協
会
賞
大
賞
受
賞
。

す
が
や
み
つ
る　

二
〇
一
一
年
人
間
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
一
年
、「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」
の
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
で
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
。
七
八
年
、「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
あ
ら
し
」
を
『
コ
ロ
コ
ロ

コ
ミ
ッ
ク
』
で
連
載
開
始
。
八
二
年
、
パ
ソ
コ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
漫
画
『
こ
ん
に
ち
は
マ
イ
コ
ン
』
を
発
表
、
同
年
、
小
学
館
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漫
画
賞
（
児
童
部
門
）
を
受
賞
し
た
。
二
〇
〇
五
年
、
五
四
歳
時
に
人
間
科
学
部
通
信
教
育
課
程
へ
入
学
、
大
学
生
へ
と
転
身
。

園
山
俊
二　

一
九
五
九
年
商
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

漫
画
研
究
会
の
初
期
メ
ン
バ
ー
。
在
学
中
の
一
九
五
八
年
、
毎
日
小
学
生
新
聞
に
掲
載
の
「
が
ん
ば
れ
ゴ
ン
ベ
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
六
五

年
か
ら
「
ギ
ャ
ー
ト
ル
ズ
」
を
『
週
刊
漫
画
サ
ン
デ
ー
』
に
連
載
。
七
六
年
、「
ギ
ャ
ー
ト
ル
ズ
」
他
で
文
藝
春
秋
漫
画
賞
受
賞
。
七
七

年
、「
が
ん
ば
れ
ゴ
ン
ベ
」
で
日
本
漫
画
家
協
会
賞
特
別
賞
受
賞
。
七
九
年
、
朝
日
新
聞
夕
刊
に
四
コ
マ
漫
画
「
ペ
エ
ス
ケ
」
を
連
載
、

九
二
年
ま
で
全
三
七
六
四
回
続
い
た
。

弘
兼
憲
史　

一
九
七
〇
年
法
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
）
勤
務
を
経
て
、
一
九
七
四
年
に
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
。
八
四
年
、「
人
間
交
差
点
」

で
小
学
館
漫
画
賞
（
青
年
一
般
部
門
）、
九
一
年
、「
課
長 
島
耕
作
」
で
講
談
社
漫
画
賞
を
受
賞
。
ま
た
、「
黄
昏
流
星
群
」
で
二
〇
〇
〇
年

に
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
優
秀
賞
、
〇
三
年
に
日
本
漫
画
家
協
会
賞
大
賞
を
受
賞
。
一
九
年
、
長
き
に
わ
た
っ
て
漫
画
界
に
多
大
な
功

績
を
残
し
た
作
品
と
し
て
「
島
耕
作
」
シ
リ
ー
ズ
が
選
ば
れ
、
講
談
社
創
業
一
一
〇
周
年
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
現
在
、「
相
談
役 

島
耕

作
」、「
黄
昏
流
星
群
」
を
連
載
中
。
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福
地
泡
介　

一
九
五
七
年
法
学
部
入
学
の
の
ち
、
中
退

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

漫
画
研
究
会
の
初
期
メ
ン
バ
ー
。
在
学
中
に
就
職
し
、
大
学
を
中
退
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
「
東
京
ス

ポ
ー
ツ
」
や
雑
誌
『
美
し
い
十
代
』、『
週
刊
漫
画
サ
ン
デ
ー
』、『
週
刊
漫
画T

IM
ES

』
な
ど
に
作
品
を
描
く
。
六
二
年
、
プ
ロ
漫
画
家

と
し
て
独
立
。
六
六
年
、『
週
刊
漫
画
サ
ン
デ
ー
』
に
連
載
し
た
「
ド
ボ
ン
氏
」
で
人
気
を
得
る
。
八
五
年
か
ら
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
に

四
コ
マ
漫
画
「
ド
ー
モ
君
」
を
連
載
、
病
気
で
休
載
す
る
九
四
年
一
二
月
六
日
ま
で
続
い
た
。

藤
島
じ
ゅ
ん　

二
〇
〇
〇
年
教
育
学
部
卒

一
九
九
七
年
、
自
身
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
を
題
材
に
し
た
四
コ
マ
漫
画
で
竹
書
房
漫
画
新
人
賞
・
準
月

間
賞
を
受
賞
。
九
九
年
、
四
コ
マ
漫
画
「
コ
ン
ビ
ニ
ぶ
ん
ぶ
ん
」
で
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
以
後
、「
き
ら
き
ら
き
ら
」、「
ピ
ン
ポ
ン
☆

ブ
ー
」
な
ど
を
発
表
。

星
崎
真
紀　

一
九
八
二
年
第
一
文
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

一
九
八
〇
年
、「
青
猫
に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」
で
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
。
代
表
作
に
「
黄
昏
シ
テ
ィ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
」、「D

r

ク
ー
ジ
ョ
危

機
一
髪
!!
」、「
結
婚
ク
ッ
キ
ン
グBO

O
K

」、「
ひ
み
つ
な
奥
さ
ん
」、「
魔
法
の
リ
ノ
ベ
」
な
ど
が
あ
る
。
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松
本
勇
祐　

二
〇
〇
九
年
教
育
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

二
〇
一
〇
年
、「
イ
ッ
パ
イ
や
ろ
う
か
」「
豆
腐
女
」「
こ
ん
ち
ゅ
う
ね
ん
」
で
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
四
季
賞
夏
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
佳
作
受
賞
。

一
一
年
、『
月
刊
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
』
に
掲
載
し
た
「
幼
軍
隊
」
で
連
載
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
代
表
作
に
「
フ
ミ
ち
ゃ
ん
の
東
大
受
験
日

誌
」、「
バ
ナ
ナ
は
原
稿
料
に
入
り
ま
す
か
？
」、「
や
み
き
ん
っ
♥
う
し
じ
ま
き
ゅ
ん
」、「
エ
ス
パ
ー
お
じ
さ
ん
」、「A

K
-69

の
泣
き
メ

シ
」
な
ど
が
あ
る
。

水
沢
め
ぐ
み　

一
九
八
七
年
教
育
学
部
卒

高
校
一
年
時
に
『
り
ぼ
ん
』
に
掲
載
し
た
「
心
に
そ
っ
と
さ
さ
や
い
て
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
同
誌
に
「
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
白
書
」、「
空
色
の

メ
ロ
デ
ィ
」、「
姫
ち
ゃ
ん
の
リ
ボ
ン
」、「
ト
ウ
・
シ
ュ
ー
ズ
」
な
ど
を
連
載
、
多
く
の
ヒ
ッ
ト
作
を
残
す
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
『Cookie

』

に
移
籍
し
、「
神
様
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
」、「
キ
ラ
キ
ラ
100
％
」
な
ど
を
手
掛
け
る
。

モ
リ
ナ
ガ
・
ヨ
ウ　

一
九
九
二
年
教
育
学
部
卒　

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

一
九
八
七
年
、
大
学
二
年
時
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
光
と
影
」
を
週
刊
英
和
新
聞
「
朝
日
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」
に
連
載
、
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

す
。
ル
ポ
イ
ラ
ス
ト
を
得
意
と
し
、
代
表
作
に
『
35
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の
迷
宮
物
語
』、『
図
解
絵
本　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
』、『
働
く
車

大
全
集
』
や
『
乗
り
物
ひ
み
つ
ル
ポ
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
。
二
〇
一
五
年
に
発
行
し
た
『
築
地
市
場　

絵
で
み
る
魚
市
場
の
一
日
』
で
第
六
三
回

産
経
児
童
出
版
文
化
賞
大
賞
を
受
賞
。
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や
く
み
つ
る　

一
九
八
一
年
商
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

漫
画
研
究
会
に
在
籍
時
か
ら
一
コ
マ
漫
画
を
専
攻
。
一
九
九
六
年
、「
や
く
み
つ
る
の
三
面
マ
ン
ガ
」、「
オ
ニ
の
や
く
目
玉
」
で
文
藝

春
秋
漫
画
賞
を
受
賞
。
現
在
の
主
な
連
載
は
、「
朝
日
新
聞
」「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』『
週
刊
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
』『
週
刊
相
撲
』

ほ
か
。
二
〇
一
一
年
、
校
友
会
稲
魂
賞
特
別
賞
を
受
賞
。

ラ
ズ
ウ
ェ
ル
細
木　

一
九
八
〇
年
教
育
学
部
卒

在
学
中
は
漫
画
研
究
会
に
所
属
。

自
称
、〝
酒
と
肴
と
ジ
ャ
ズ
を
愛
す
る
呑
兵
衛
な
漫
画
家
〟。
各
地
へ
の
飲
み
食
い
旅
行
も
し
ば
し
ば
敢
行
。
一
九
八
三
年
、
麻
雀
漫
画

で
デ
ビ
ュ
ー
。
代
表
作
に
「
酒
の
ほ
そ
道
」、「
う
」、「
大
江
戸
酒
道
楽
」、「
と
き
め
きJA

ZZ

タ
イ
ム
」
な
ど
。
二
〇
一
二
年
、「
酒
の

ほ
そ
道
」
な
ど
一
連
の
作
品
で
手
塚
治
虫
文
化
賞
短
編
賞
を
受
賞
。

わ
た
せ
せ
い
ぞ
う　

一
九
六
八
年
法
学
部
卒

一
九
七
四
年
、
第
一
三
回
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
賞
入
選
。
一
九
七
八
年
、「
お
と
こ
の
詩
」
を
『
週
刊
漫
画T

IM
ES

』
に
掲
載
、
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
八
三
年
、
代
表
作
と
な
っ
た
「
ハ
ー
ト
カ
ク
テ
ル
」
を
『
モ
ー
ニ
ン
グ
』
で
連
載
。
八
七
年
、『
私
立
探
偵
フ
ィ

リ
ッ
プ
』
で
文
藝
春
秋
漫
画
賞
受
賞
。
官
公
庁
公
用
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
企
業
広
告
用
イ
ラ
ス
ト
を
数
多
く
制
作
し
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
し
て
も
国
内
外
で
人
気
を
博
す
。
現
在
、「
ワ
ン
ダ
ー
カ
ク
テ
ル
」、「
な
つ
の
の
京
」
を
連
載
中
。




